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3-2-4 調達計画／施工計画 

3-2-4-1 調達方針／施工方針 

1) 基本事項 

① 実施体制 

本プロジェクトは、図 3-2-4-1 の実施体制により、日本国無償資金協力業務の環境プ

ログラム無償の実施手順に従い、以下のとおり実施する。 

 

プロジェクト管理

機材・施工監理 調達 

交換公文

(E/N) 

贈与契約

(G/A) 

JICA 

機材調達契約

機材調達業者

施工監理、 
ソフトコンポーネント契約 

「エ」国政府 

調達代理機関 

日本国大使館 

JICA エジプト事務所 
コンサルティブ

コミッティー 

高等教育省 

エジプト日本科学技術大学 (E-JUST) 
日本国政府 

施工監理、ソフトコンポーネント担

当本邦コンサルタント 

 
図 3-2-4-1 事業実施体制 

② 交換公文（E/N） 

環境プログラム無償の内容は、両国政府が交換した公文に基づいて決定される。交

換公文には、確認に基づいてプロジェクトの目的、実施時期、条件、無償資金の供

与額等の事項が記載される。 

③ 手続きの詳細 

環境プログラム無償による調達やサービスの具体的手順は、JICA 及び先方政府の所

管機関の間で G/A に署名される際に合意の上決定される。 
合意すべき主要な事項は以下のとおりである。 

(ア) 無償資金協力の目的と限度額 
(イ) 贈与の供与期限 
(ウ) 調達ガイドラインの適用：製品やサービスの調達は、JICA の「環境プログラ

ム無償の調達ガイドライン」に基づいて調達、供与される。 
(エ) 被援助国政府負担事項等 



3－42 

④ 調達代理機関 

調達代理機関は、先方政府との契約に基づき、入札手続き、施工・調達監理のコン

サルタント及び調達業者との契約、プロジェクトの資金管理・支払い、進捗管理等、

一連の調達手続きを先方政府に代わり行う。本プロジェクトの技術面に関する入札

図書の作成、施工・調達監理等についてはコンサルタントが行う。 

2) 現地輸送業者の活用分野 

本プロジェクトの対象サイトは、アレキサンドリア西方にあるニュー・ボルグ・エル・

アラブ市郊外に計画されている E-JUST CLUB & MALL の敷地内である。輸送区間は、

「日本－アレキサンドリア間」と「アレキサンドリア－対象サイト（E-JUST）間」に

大別できる。「日本－アレキサンドリア間」については、円滑な手続き及びスケジュール

遵守の信頼性の面から日本の輸送業者の採用が妥当である。一方、「アレキサンドリア－

対象サイト（E-JUST）間」の内陸輸送については、現地の輸送事情に精通した現地輸

送業者を本プロジェクト落札業者の下で活用することが、工期及び品質を確保する上で

有効である。 

3) 現地据付業者の活用分野 

現地据付業者（ローカルコントラクター含む）は、本プロジェクトで調達される規模の

太陽電池モジュール及びそれに接続する機器の据付実績がなく、据付に必要な十分な知

識や実施能力を持っていない。従って、本プロジェクトにおいては、本邦企業が元請け

となって据付工事全体を取りまとめることとし、日本等からの技術者により、現地据付

業者を訓練・指導して据付を実施することにより、経済的かつ高品質の据付工事が可能

となる。 

4) 現地コンサルタントの活用分野 

「エ」国には、建築・土木設計のコンサルタント業務を実施可能な会社は存在するが、

太陽光発電システムに関する知見を有し、中立的な立場でコンサルティング業務を行え

る会社は存在しない。一般的に現地コンサルタント（建築・土木設計事務所を含む）は

まだ経験が浅く、大規模な外国の援助案件を元請けで受注するほどの実績はないと判断

される。従って、その活用にあたっては本邦コンサルタントの補助として雇用し、本プ

ロジェクトを通じて技術移転を図る。 

3-2-4-2 施工上／調達上の留意事項 

「3-2-1-9 工程に係る方針」で前述したとおり、E-JUST CLUB & MALL は 2010 年 7 月着

工・2011 年 12 月竣工を予定しており、本プロジェクトの施工と同時期に実施される期

間のあることが想定されている。このため、「エ」国側工事と本プロジェクトの施工ヤー

ド区分や構内道路の使用、資機材置き場の確保等の他、施工安全対策や事故時の連絡体

制等について E-JUST 及び「エ」国側の建設業者との調整を事前に十分に検討した上で本

プロジェクトの施工計画が準備される必要がある。本プロジェクトの施工計画策定にお
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いては、先行する「エ」国側の E-JUST CLUB & MALL の建設の施工計画書他を基に、慎重

な分析と協議を行った上で方針を検討しなければならない。 

現地業者は、太陽光発電システムの調達、据付の経験が乏しいことから、限られた施工

期間内に確実にプロジェクトを実施するために機材開梱、架構体の施工、機器組み立て・

設置のみ日本等からの技術者の指導のもと、現地業者にて行い、調整・試運転、初期操

作指導については、日本等からの技術者が行うこととする。なお、現地業者は、事前に

技術者によるトレーニングを行い、据付作業を行う計画とする。 

3-2-4-3 施工区分／調達・据付区分 

本プロジェクトの実施に伴う日本国及び「エ」国が負担する事項を表 3-2-4-1 に示す。 

表 3-2-4-1 負担区分 

No. 負担事項 日本国負担 「エ」国負担

① 機材を設置するスペース  ● 
② 建設資材置場用地の提供  ● 
③ 受変電盤の設置及び中圧引込ケーブル敷設工事  ● 
④ 機材調達費 ●  
⑤ 機材梱包海上輸送費 ●  
⑥ 機材内陸輸送費 ●  
⑦ 機材搬入・据付・調整費 ●  
⑧ ソフトコンポーネント費 ●  
⑨ 免税処置  ● 
⑩ 工事期間中の屋外設置場所及び進入路の確保  ● 
⑪ 工事期間中の工事事務所の設置 ●  
⑫ 敷地内整地（盛土）  ● 
⑬ セキュリティカメラの設置  ● 
⑭ 南側ドミトリー及び CLUB、MALL 施設の受電盤と太陽光発

電システムの接続 
 ● 

⑮ 既存北側ドミトリーの受電盤と太陽光発電システムの接続 ●  
⑯ 給水引込工事  ● 
⑰ フェンス設置工事  ● 
⑱ PLAZA 棟の Garden 工事  ● 

 

3-2-4-4 施工監理計画／調達監理計画 

本邦コンサルタントは、以下の方針で施工・調達監理に従事する。 

• 系統連系型太陽光発電システムは、3 種類のシステム（太陽光発電システム、計測

監視システム、太陽光発電情報システム）で構成されており、それぞれのシステム

のインターフェイス部分で技術仕様書に記載する内容が満たされていることを確認

する。 
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• 機材据付エリアが広範囲になることから、サイト内での据付工事の進捗状況を適宜

モニタリングし、施工品質の確保及び工期内に工事が完了するよう監理する。 

• 実施機関の技術者・維持管理要員が機材の調整･運転、試験等を実施可能とするため

の調達業者による初期操作指導を図ることを監理する。 

• 治安情勢に関する情報の収集を行い、調達業者と情報を共有し、安全に配慮する。 

これらの方針の下、本プロジェクトにおけるコンサルタントの施工・調達監理は、据付

工事期間中の常駐監理として調達監理技術者を１名配置し、必要な専門技術者を工事の

進捗に合わせてスポット監理で派遣する体制とする。なお、日本国内においては機材の

製作中あるいは出荷前にメーカーの工場で機材の試験・検査に立会、調達機材が規定し

た仕様を満足していることを確認する。以下にコンサルタントの施工監理業務内容を示す。 

• 機材製作図書及び架構体図面の確認及び承認 
• 工場検査への立会い 
• 調達業者の工程管理・安全管理に対する監理 
• 据付、調整、試運転時の立会い 
• 受け入れ検査手順書、検査実施計画書の承認 
• 受け入れ検査（最終検査）への立会い及び検査完了証明書の発行 
• ソフトコンポーネントの実施 
• 関係機関への月次報告、完了時報告 

3-2-4-5 品質管理計画 

1) 検査・検収等実施計画（機材） 

① 基本方針 

コンサルタントは機材の製作期間中、調達業者より提出される製作図、施工図等が

契約書、仕様書に適合しているかを審査し、承認を与えると共に適宜必要な品質検

査を実施する。また、機材の据付工事期間中においては、調達業者より提出される

工事施工計画書（実施体制表を含む）、工程表、施工手順等が適切であるかを審査し、

承認を与える。 

② 品質検査 

機材の品質検査に関しては、下記の検査・検収等を実施する。 

(ア) 製品（工場）検査 
製品出荷前に、各機器単体の仕様適合及び性能試験を主要機材、システムに

ついて日本国内にて実施する。 
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(イ) 船積前機材照合検査 
主要部品については、製品（工場）検査立会と同時に員数を確認し、全ての

機器の員数については、船積前機材照合検査において第三者機関により確認

される。検査場所はメーカーの梱包倉庫又は積み出し港倉庫とする。 

(ウ) 検収・引渡し 
運用指導終了後、コンサルタント立会のもと実施機関側が、システムが要求

した通りの性能や機能を備えているかを検証する。検収テストは、実際の系

統連系型太陽光発電システムを稼働する形態で行われる。検収後、中間検査

試験データ及び検収結果の確認を実施機関、コンサルタント、調達業者間で

行った後、先方実施機関に引き渡す。 

2) 品質管理計画（建設工事） 

① 基本方針 

コンサルタントは、入札図書（案）作成にあたり、建設事情及びメンテナンスコス

トを考慮した現地材料の納まり、工法について詳細な検討を加えた設計図を作成す

る。また、仕様書については、工事の高品質を確保するため、エジプト標準仕様書、

日本建築学会建築工事標準仕様書（JASS）、日本工業規格（JIS）、BS、ASTM 等

に準じて作成する。 

建設工事期間中においては、調達業者より提出される工事施工計画書（実施体制表

含む）、工程表、施工図が契約書、仕様書に適合しているかを審査し、承認を与える。 

② 品質検査 

コンサルタントは、現場において建設材料及び施工の品質が仕様書に適合している

か、各種工事着手前に調達業者より提出される施工計画書、材料サンプルを審査し

たうえで承認を与える。また、各種工事着手後は施工計画書に基づき適宜、検査を

実施し承認を与える。施工計画書に基づき重点管理項目を定めて、チェックシート

を用いる等して適宜、検査する。 

本プロジェクトにおいては、殆どが現地調達可能な建設資材であるが、メーカー保

証書の確認の他に、適宜、抜き打ち検査等を実施し品質を確保する。 

(ア) 土工事・基礎工事 
機材据付用の基礎工事が広範囲となることから、調達業者は適切な掘削工事、

掘削面の養生、埋め戻し・転圧工事、コンクリート打設等を考慮した工程計

画、養生計画を策定し、コンサルタントが確認する。 

(イ) 鉄筋工事 
コンサルタントは、調達業者より提出される鋼材検査証明書を確認する。ま

た、躯体配筋施工図（一部鉄筋加工図を含む）を審査するとともに、継ぎ手、

定着、本数、被り厚等について、各部位ごとに配筋検査を実施する。 
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(ウ) コンクリート工事 
サイトの位置するニュー・ボルグ・エル・アラブ市内には生コンクリート工

場が数社ある。建設予定地（現場）への所要時間はいずれの工場からも 1 時

間以内であり、供給能力も十分である。コンクリート工事についての主な管

理方法（管理項目、検査方法等）を以下に示す。 

a) コンクリート材料 

材料 管理項目 検査方法 

セメント 水和熱など 溶解熱方法 
砂・砂利・砕石 粒度分布 ふるい分け 
 絶乾比重 比重及び吸水率試験 
 アルカリ反応性 アルカリ反応性試験 
水 有機不純物など 水質試験 

b) 試験練り時検査管理項目 

管理項目 検査方法 

躯体コンクリートの推定圧縮強度 圧縮試験機 
スランプ スランプコーン 
コンクリート温度 温度計 
空気量 圧力計 
塩化物量 カンタブ 

c)  コンクリート打設前検査管理項目 

管理項目 検査方法 

練り混ぜから打設終了までの時間 練り混ぜ完了時刻照合 
スランプ スランプコーン 
コンクリート温度 温度計 
空気量 圧力計 
塩化物量 カンタブ 

d) 工程内検査の管理（コンクリート打ち上がり精度検査） 

管理項目 検査方法 

躯体コンクリートの推定圧縮強度 圧縮試験機 
仕上がり精度（建入れ） スケール 
仕上がり精度（スラブ水平度） レベル・スケール 
仕上がり状態 目視 

(エ) トラス工事 
トラス設置用に全面仮設構台を設置するため、敷地内及び周辺の通行が安全

に確保されているかコンサルタントにより確認・指導する。人力にて建て方、

ボルト締めを行うため、コンサルタントによる建入れ検査は専用の機器を使

用して行う。 
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3-2-4-6 資機材等調達計画 

1) 資機材の調達先 

本プロジェクトにおける主な調達主要機材は、以下のとおりである。 

• 太陽電池モジュール 
• パワーコンディショナ（必要な場合の絶縁変圧器あるいは昇圧変圧器を含む） 

また、非主要機材は下記のとおりである。 

• 接続箱 
• 集電箱 
• PV システム接続盤 
• 大型ディスプレイ 
• サインボード 
• 太陽光発電情報システム（サーバ、ネットワーク機器等） 
• 計測監視装置（パーソナルコンピュータ：データ処理用ソフトを含む） 
• 気象観測装置（日射計、温度計、湿度計、風向・風速計、雨量計、気圧計、蒸発

計） 
• 架構体 
• 電力ケーブル 
• 制御ケーブル類 
• 接地材料 
• メンテナンス機材 
• 機器据付及び建設工事のために使用するコンクリート材料を主とする建設資機材 

系統連系型太陽光発電システムに関わる機器については、インターフェイス、互換性及

び保障等に鑑み、一体のシステムとして調達する計画とする。ケーブル類、セメント、

コンクリート用骨材、鉄筋、型枠用木材等の資材については、国際規格のものが一般的

に市場に出回っていることから現地調達とする。ATRIUM 棟の屋根はスパン長及び勾配

（30 度）を考慮して、構造的に有利な立体トラス構造とする。現地製作の鉄骨は溶接接

合技術・検査技術に難点が見られるため立体トラスは国外より輸入とし、日本等からの

技術者指導のもと現地作業員により組立を行う。国外からの調達品については、3-2-1-8 
2)項で言及したとおり、日本製を想定している。 

2) 調達計画 

調達業者は、コンサルタントが作成する機材仕様書に従って機材の設計、製作、塗装、

工場試験・検査、梱包、輸送、据付を行い、現地試験、検査により運転状況を充分に確

認の上、引渡しを行う。なお、調達業者は内陸輸送・据付工事に必要な許可の取得、サ

イトにて行われる作業等に関する必要な資料を作成し、実施機関と充分な協議を行うも

のとする。 
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3) 輸送計画 

① 現地調達資機材 

現地調達資機材（機器の据付工事及び建築工事に使用する建設資材が主体）につい

ては、調達業者が現地業者から購入し、調達業者の手によってサイトに搬入する。 

② 日本調達資機材 

横浜港よりアレキサンドリア港まで海上輸送としアレキサンドリア港よりサイトま

ではトラック輸送とする。アレキサンドリア港は「エ」国の主要荷揚げ港のひとつ

であり、港としての整備は良好である。港よりサイトまでの道路事情は良く約２時

間でサイトに到着する。 

③ 機材の輸送分類 

機材の運搬については、全てトレーラー（又はコンテナ用トラック）を使ったコン

テナ輸送とする。なお、内陸輸送に使用するトレーラー/トラックの調達事情及び輸

送ルートを勘案し、総重量 23ton 以下の 20 フィートコンテナによる内陸輸送とす

る。 

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 

本プロジェクトで計画している系統連系型太陽光発電システムは、E-JUST 職員にとっ

て初めて導入するシステムであることから、初期操作指導及び運用指導を計画する。 

1) 指導項目、内容、方法 

系統連系型太陽光発電システムの主要構成要素である、太陽電池モジュール、接続箱、

パワーコンディショナ及び補助構成要素の計測監視装置、大型ディスプレイ装置、気象

観測装置、太陽光発電情報システム並びに系統連系用受変電装置等に係る初期操作指導

及び運用指導は、システムの工事を担当したメーカーの技術者が、E-JUST 職員に対し

て表 3-2-4-2 の内容、方法で実施する。 
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表 3-2-4-2 太陽光発電システムに関わる初期操作及び運用指導内容 

項目 指導内容 指導方法 

初期操作指導・
運 用 指 導 に か
かる指導 

 太陽電池モジュールの目視点検項目、各太陽電池
モジュール間の接続確認及び接地抵抗測定方法
などの指導 

 接続箱、集電箱、PV システム接続盤の目視点検
項目、太陽電池モジュール及びパワーコンディショ
ナへの接続確認、並びに絶縁抵抗、開放電圧及
び極性の確認方法などの指導 

 パワーコンディショナの目視点検項目、接続箱、集
電箱、PV システム接続盤及び受変電装置への接
続確認、並びに絶縁抵抗、接地抵抗測定方法、相
回転の確認方法などの指導 

 受変電装置の目視点検項目、パワーコンディショナ
及び受電ケーブル接続確認、並びに絶縁抵抗、接
地抵抗方法、相回転の確認方法などの指導 

 パワーコンディショナ及び受変電装置の遮断器な
どの保護装置、各種保護継電器の機能の確認と設
定方法などの指導 

 パワーコンディショナ及び受変電装置の運転・停止
方法、並びに発電電圧、受電電圧など各種計測方
法の指導 

 計測監視装置とパワーコンディショナ、大型ディス
プレイ装置等との接続確認、及び計測監視装置、
大型ディスプレイ装置、太陽光発電情報システムの
運用方法の指導 

 取引用電力計の接続確認及び発電電力量、需要
電力量の見方の指導 

 気象観測装置の目視点検項目、接続確認及び取
扱いとデータ収集方法の指導 

初期操作指導： 
操作マニュアルを用いて、操作を
行う職員に対して点検項目、接
続確認、試験確認、取扱、操作
方法の指導を行い、実施訓練を
行う。 
 
運用指導： 
機器製作図、操作マニュアル、
システム系統図、記録フォーム
などにより、技術要員に対して
運用方法並びに日常点検、定期
点検、各種試験測定・良否判定
方法などの指導を実施すると
共に、実施運用によりその習熟
度確認を行う。 

 

2) 実施計画 

初期操作指導及び運用指導は、本サイトにおいて系統連系型太陽光発電システムを据付

け、調整、試運転実施後、工事を行った日本のメーカー等の技術者 1 名と現地技術者 1
名の 2 名が 15 日間実施する。 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

1) ソフトコンポーネント導入の必要性 

本プロジェクトで導入予定の系統連系型太陽光発電システムは、E-JUST 職員にとって

運用した経験が無いシステムである。そのため、導入に際しては、適切な維持管理に係

る基本事項に加え、事故時の対応を含めた系統連系運用に関する知識や手順についても

熟知・熟練する必要がある。また、収集される電力データや関連気象データの整理、編

集、処理からその活用に至る作業の流れも新たに構築することが必要である。 

本系統連系型太陽光発電システムを、系統連系により安定かつ安全な運用を行うために

は、当該地区を給電エリアとしているAEDCとの密接な連携が必要不可欠であり、AEDC
の技術者のソフトコンポーネントへの参加は不可欠である。 
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よって、これらの内容を網羅したソフトコンポーネントを実施することが、導入システ

ムの円滑な運用立ち上げと協力成果の持続性を確保するために必要である。 

2) ソフトコンポーネントの目標 

本プロジェクトにて導入する系統連系型太陽光発電システムの円滑な運用立ち上げと協

力成果の持続性の確保を可能とするために、以下のソフトコンポーネントの目標を設定

する。 

① 太陽光発電システム・機材を適切に維持管理できるようになること 

② 事故対応を含めた系統連系運用ができるようになること 

③ システムによって得られた電力及び気象データを適切に整理、編集、処理し活用で

きるようになること 

3) ソフトコンポーネントの内容 

本プロジェクトで導入される系統連系型太陽光発電システムに係るソフトコンポーネン

トは 1) 太陽光発電システム・機材に掛かるもの、2) 系統連系運用に掛かるもの、3) 運
用により得られたデータの活用に関するものの 3 つに大別し、長期間の適切な運用を目

標とし、これら効果の発現により、再生可能エネルギーの有効活用に資すること目的と

して実施する。 

① 太陽光発電システム・機材にかかるソフトコンポーネント 

実施内容 

(ア) 太陽光発電システムの発電原理、構成等を理解するための指導 
(イ) 主要構成要素である太陽電池モジュール、接続箱、パワーコンディショナなど

の機能、特性などを理解するための指導 
(ウ) 不適切な運用による不具合事例及びその予防措置システム等を理解し、機器の

不具合発生時に迅速、適切な対応が可能となるための指導 
(エ) 日常点検や定期点検方法に関する技術、技能、計画に関する指導 
(オ) 接地抵抗測定や絶縁抵抗測定など各種試験に関する技術、技能、計画に関する

指導 
(カ) 機器更新計画策定及び点検・修理時のメーカー技術者派遣に係る手続き等、設

備更新に関する指導 
(キ) 運営維持管理に関わる財務計画の指導 
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対象者 
 

No. 対 象 者 指導項目 対象員数 

① E-JUST 職員 

太陽光発電システム管理指導員 
上記 全項目 

② E-JUST 職員 

太陽光発電システム データ処理指導員 
上記 全項目 

12 

③ アレキサンドリア配電会社(AEDC) 

配電管理部門及び配電用変電所管理実務者 
上記 全項目 6 

 計  18 
 

技術指導の方法 

コンサルタント作成の太陽光発電システムとその構成要素に係る一連のマニュアル、

作業の流れを示す資料、上記活動内容に対応するマニュアルを用い、講義による説

明、及び本プロジェクトにて導入する太陽光発電システムの機材を用いた実習を実

施する。 

実施期間 

実施期間 ：10 日間  

② 系統運用にかかるソフトコンポーネント 

実施内容 

(ア) 系統連系の接続ポイントである受変電装置の機器構成を理解するための指導 
(イ) 主要構成要素である遮断器、各種保護継電器、変圧器、計測機器などの機能、

特性などを理解するための指導 
(ウ) システムや機器の不具合発生時に迅速、適切な対応が可能となるための指導 
(エ) 日常点検や定期点検方法に関する技術、技能、計画に関わる指導 
(オ) 接地抵抗測定や絶縁抵抗測定など各種試験に関する技術、技能、計画に関する

指導 
(カ) 逆潮流の設置及び運営維持管理に関する指導 
(キ) 機器更新計画策定、点検・修理時のメーカー技術者派遣に係る手続き等、設備

更新に関する指導 

対象者 
 

No. 対 象 者 指導項目 対象員数 

① E-JUST 職員 

太陽光発電システム管理指導員 
上記 全項目 

② E-JUST 職員 

太陽光発電システム データ処理指導員 
上記 全項目 

12 

③ アレキサンドリア配電会社(AEDC) 

配電管理部門及び配電用変電所管理実務者 
上記 全項目 6 

 計  18 
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技術指導の方法 

系統連系に関わる受変電装置構成機器の機能、特性などについて、実物機器を用い

た講義を行う。また、コンサルタントが作成するシステムや機器の不具合発生時に

おける対応や連絡体制に関わるマニュアル、作業の流れを示す資料等を用い、講義

による説明と受変電装置、太陽光発電システムを用いた実習を実施する。 

実施期間 

実施期間 ：10 日間 

③ システムによって得られたデータの活用にかかるソフトコンポーネント 

実施内容 

(ア) 太陽光発電システムの各種計測装置の機器構成を理解するための指導 
(イ) 太陽光発電情報システムの機器構成、機能等を理解するための指導 
(ウ) 気象観測装置の機能、特性等を理解するための指導 
(エ) 太陽光発電システム及び気象観測装置から計測監視装置及び太陽光発電情報

システムへデータを適正に収集し、データーベース化等を可能とするための指

導 
(オ) 発電電力量と気象の関係など、各種データの意味を理解し、分析・評価するた

めの知識を習得し、買電電力予算の算出など、運営に活用できるようにするた

めの指導 
(カ) グラフ化されたデータをディスプレイに伝送、表示させることで適切な広報活

動を促進するようにするための指導 
(キ) 機器更新計画の策定、点検・修理時のメーカー技術者派遣手続き等、設備更新

に関する指導 

対象者 
 

No. 対 象 者 指導項目 対象員数 

① E-JUST 

太陽光発電システム管理指導員 
上記 全項目 

② E-JUST 

太陽光発電システム データ処理指導員 
上記 全項目 

12 

 計  12 
 

技術指導の方法 

各種計測・観測機器の機能、特性などについて、実物機器を用いた講義により説明

を行う。また、コンサルタントが作成する計測されたデータの処理、分析方法、得

られた結果を太陽光発電情報システムへ伝達等に関わるマニュアル、作業の流れを

示す資料を用い、講義による説明及び構築する計測監視装置、大型ディスプレイ装

置、太陽光発電情報システムを用いて実施する。 
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実施期間 

実施期間 ：20 日間  

3-2-4-9 実施工程 

本プロジェクトの調達・据付工事を最も合理的に実施した場合の事業実施工程を以下に

示す。業務実施期間は、実施設計及び入札業務 4 ヶ月、調達期間 11 ヶ月、ソフトコンポー

ネント 1.5 ヶ月、重複する部分を除き合計 16 ヶ月となる。 

表 3-2-4-3 業務実施工程表 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
              

              

 
実

施

設

計               

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
              

              

              

 
調

達 
・ 
据

付 
              

ｿﾌﾄｺ

ﾝﾎﾟｰ

ﾈﾝﾄ 

              

 

現地調査 

製造期間

輸送・通関 

据付/調整 

（11 ヶ月） 

（1.5 ヶ月）

（計 4.0 ヶ月） 

国内作業

入札業務 

架構体工事 
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3-3 相手国側分担事業の概要 

本プロジェクトが日本国の無償資金協力案件として実施されることに際して、「エ」国側負担

事項については、表 3-2-4-1 の通りであるが、以下の措置を講ずることが日本側及び「エ」

国側の双方で確認された。 

1) 「エ」国側負担手続き 

① 免税手続き 

本プロジェクトの調達契約に基づく資機材の調達および業務遂行のために「エ」国

に入国する日本国民に対する関税、内国税、その他の課徴金について免除する。ま

た、調達される資機材の通関を速やかに実施し、これら資機材の輸入にかかわる関

税・VAT を免除する。 

② 便宜供与 

認証された契約に基づいて提供される役務および同契約に関連して必要となる日本

人に対し、その役務を提供する目的のための「エ」国および滞在に必要な措置を保

証する。 

③ 銀行取極、支払い授権書の発給 

日本国内の銀行に「エ」国名義の勘定を開設し、当該銀行に対して支払授権書を発

給する。さらに上記の銀行取極に基づき、支払授権書の手数料の支払について責任

を持って実行する。 

④ 「エ」国では、建設工事開始の 4 ヶ月前には EIA の承認を得ている必要があり、EIA
の申請から承認まで約 2～6 ヶ月掛かるとされている。本プロジェクトでは正式な

EIA は必要ないが、EIA に関する簡易書式（EIA Form と呼ばれている）に必要事

項を記入、申請し、許可を受けなければならない。この申請等は、E-JUST により

行われる。 

2) 「エ」国側分担事業 

① 受変電装置の設置及び中圧引込ケーブルの敷設工事 

本プロジェクトで設置する系統連系型太陽光発電システムで発電する電力を

E-JUST CLUB & MALL に対し利用可能とするためには、系統連系型太陽光発電シ

ステム及び配電網との系統連系を行う受変電装置を設置し、この受変電装置に中圧

電力を供給するための引込ケーブルも敷設する必要がある。これらの工事は、先方

負担にて行うことを確認している。但し、本プロジェクトにおいては、E-JUST 
CLUB & MALL の工事スケジュールを考慮して、系統連系型太陽光発電システムと

北側ドミトリー 14 棟を接続する計画としている。E-JUST CLUB & MALL 及び南

側ドミトリー14 棟の工事が終了後、上記工事に加え、系統連系型太陽光発電システ

ムと E-JUST CLUB & MALL 及び南側ドミトリー14 棟との接続工事についても、

先方負担にて行う。 
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② 給水引込工事 

太陽電池モジュール清掃用の給水設備並びに駐車場部分の消火栓設備のため、水道

水を引き込む必要がある。 

③ セキュリティカメラの設置 

現在、E-JUST CLUB & MALL 敷地内要所にはセキュリティカメラの設置が計画さ

れていることから、既存の計画に新たに付加する形で、プロジェクトサイト内にセ

キュリティカメラを設置する。 

④ フェンスの設置 

PARKING 棟は、既存の北側ドミトリーの敷地と近接しているため、セキュリティ

上の観点からフェンスを設置する。 

⑤ 敷地の整地 

E-JUST CLUB & MALL 内の太陽電池モジュール用の架構体を設置する場所は、前

面道路と同じレベルとするための盛り土を行う。 

⑥ 外構工事 

PLAZA 棟には中央部に Garden が計画されており、この工事は「エ」国負担工事と

する。 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

本系統連系型太陽光発電システムの運営・維持管理体制及び計画機材に対する主な点検・清

掃・維持管理業務項目は、以下の通りである。 

1) 運営維持管理体制 

運営・維持管理は、E-JUST のエネルギー・環境工学部が主管となり、主務者として 4 名
の技術スタッフ及び 8 名程度の実務担当者の合計 12 名により構成された運営・維持管

理部門によって行われる。 

2) 太陽光発電システム点検項目 

日常点検・定期点検及び清掃の主な対象機器は下記の通りである。これらの点検、清掃

は技術スタッフが中心となり、実務担当者によって行われる。 

• 日常点検・清掃（１回以上/月）：  
① 目視確認機器：太陽電池モジュール、接続箱、パワーコンディショナ等 
② 作業項目：清掃等 

• 定期点検（2 回以上/年） JEM-TR288 の規程： 
③ 目視・指触：太陽電池モジュール、接続箱、パワーコンディショナ等 
① 絶縁抵抗測定：接続箱、パワーコンディショナ、開閉器類 
② 開放電圧：中継端子箱 
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3) 太陽光発電情報システム点検項目 

日常点検、及び異例運用管理の内容は下記の通りである。これらの点検、運用管理は技

術スタッフが中心となり、実務担当者によって行われる。 

• 日常点検（毎日）：  
① 運用状況のモニタリング 
② セキュリティ管理 
③ データのバックアップ 

• 異例運用管理（障害発生時） 
① 障害の回復、復旧作業 
② 動作テスト 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

1) 日本側負担経費：施工・調達業者契約認証まで非公表 

2) エジプト国負担費 

「エ」国の負担としては、以下の費目があり合計負担額は 1,218,321 EGP と見積もられる。 

① 受変電装置の設置(OVGR、RPR の設置を含む)及び中圧引込ケーブルの敷設工事

費：855,000 EGP（先方にて再見積り中） 
② 給水引込工事費：4,910 EGP 
③ セキュリティカメラの設置：120,000 EGP 
④ フェンスの設置：18,446 EGP 
⑤ 敷地内整地：198,380 EGP 
⑥ PLAZA 棟の外構工事：21,585EGP 

3) 積算条件 

① 積算時点：平成 22 年 2 月 
② 為替交換レート： 1 US$  = 92.15 円 

1 EGP  =  16.78 円 
③ 施工・調達期間：11 ヶ月 
④ その他：積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行う。 

3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクトによって調達する系統連系型太陽光発電システムに係る機材は、主に太

陽電池モジュール、パワーコンディショナ、気象観測装置、計測監視装置、及び大型ディ

スプレイ装置等である。受変電装置以外については、現状施設に対して全く新しいシス
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テムの導入となる。従って本案件実施に伴い増加する運営維持管理費は、以下の項目が

挙げられる。 

• 系統連系型太陽光発電システムによる買電電力量の低減 
• 計測監視装置、大型ディスプレイ装置等の運用に要する使用電気料金 
• 太陽電池モジュールの定期清掃に伴う人件費 
• 太陽光発電設備、受変電装置等の電気設備全般の保守に伴う人件費 
• 太陽電池モジュール清掃に要する水道使用料金 
• 太陽光発電情報システムに要する通信費 
• 消耗品費 

1) 系統連系型太陽光発電システムによる買電電力量の低減 

年間発電電力量は 641,000kWh と想定されることから、年間 289,000 EGP の電気使用

料金が低減される。なお、E-JUST 等の公的機関のみ発電電力の便益を受けるものとす

る。 

2) 計測監視装置、大型ディスプレイ等の運用に要する電気料金 

計測監視装置１式、大型ディスプレイ（100 ｲﾝﾁ）１台の運用及び ATRIUM 棟、PLAZA
棟及びメンテナンス室を含むPARKING棟の電気設備ならびに１箇所のサインボードの

夜間照明に要する電気料金として、年間 57,400 EGP が必要になる。 

3) 太陽電池モジュールの定期清掃に伴う人件費 

月１回の太陽電池モジュール（420kW）の清掃に要する人件費として、年間 4,900 EGP
が必要になる。 

4) 太陽光発電設備、受変電装置等の電気設備全般の保守に伴う人件費 

系統連系型太陽光発電システムについては日常点検、定期点検及び清掃等の保守が必要

であり、それに従事する人員として 12 名を予定している。この保守管理に要する人件

費は年間 72,000 EGP 必要となる。ただし、12 名の運営・維持管理要員は E-JUST CLUB 
& MALL 及びドミトリーの電気設備等の保守も行うことが可能となり、系統連系型太陽

光発電システムを含めた施設全体の運営・維持管理が適切に行われることになる。 

5) 太陽電池モジュール清掃に要する水道使用料金 

月１回の太陽電池モジュール（420kW）の清掃に要する給水等に要する水道使用料金と

して、年間 1,600 EGP が必要になる。 

6) 太陽光発電情報システムに要する通信費 

E-JUST ウェブサイトへの情報伝送方式として、インターネット回線の引込ならびにプ

ロバイダー契約が必要となる。これに要する通信費として、年間 3,270 EGP が必要にな

る。 
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7) 消耗品費 

メンテナンス室に設置する計測観測装置にはプリンターが含まれている。このプリン

ターはインクジェットプリンターであり、インクのカートリッジを 1 年に 2 回は交換す

る必要が生じると考えられる。これに要する費用は年間 8,030 EGP 必要となる。 

以上を表にまとめると表 3-5-1 のようになる。 

表 3-5-1 調達される機材の維持管理費 

単位：EGP 

費  目 支出額 

系統連系型太陽光発電システムによる買電電力量の低減     -289,000 

計測監視装置、大型ディスプレイ等の運用に要する電気料金 57,400 

太陽電池パネルの定期清掃に伴う人件費 4,900 

太陽光発電設備、受変電装置等の電気設備全般の保守に伴う人件費 72,000 

太陽電池モジュール清掃に要する水道使用料金 1,600 

太陽光発電情報システムに要する通信費 3,270 

消耗品費 8,030 

維持管理費合計 147,200 

収支 -141,800 

注記：交換レートは 1EGP= 約 16 円 
 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

系統連系型太陽光発電システムで発電した電力を利用する E-JUST CLUB & MALL は 2010
年 7 月から工事を着工し、2011 年 12 月に竣工する予定となっており、本プロジェクトの竣

工前（予定）にはこれらの施設は完成するスケジュールとなっている。これらの施設が本プ

ロジェクト竣工前に完成しなければ、系統連系を行うための配電網との接続及び施設への発

電電力の供給が出来なくなることから、確実にスケジュール通り工事が進捗するようにモニ

タリングを行う必要がある。 
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表 3-6-1 本プロジェクト及び E-JUST CLUB & MALL 建設スケジュール 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

本プロジェクト

　　入札・審査

　　機材・施工監理

　　ソフトコンポーネント

E-JUST Club & Mall 建　設

北側ドミトリー

南側ドミトリー 建　設 検　査

20122010 2011
工程

年・月

入居開始

 

万一、本プロジェクト竣工前に系統連系型太陽光発電システムと接続する E-JUST CLUB & 
MALL 及び南側ドミトリーが完成していなければ、接続できなくなることから、北側ドミト

リーの既存受電装置（北側ドミトリーは低圧電力にて既に電力供給がなされている）と系統

連系型太陽光発電システムとの接続工事のみを本プロジェクトで行う方針とする。なお、

E-JUST CLUB & MALL 、南側ドミトリー14 棟が完成後、系統連系型太陽光発電システム

との接続を「エ」国側にて行う。 

また、本プロジェクトの施工時期と E-JUST CLUB & MALL の建設時期ならびに近接する

敷地である南側ドミトリーの建設時期が重複することが予定されているため、「エ」国側の協

力の下に、十分な工事用スペースを確保し、安全およびセキュリティ等に十分配慮した施工

計画を策定する必要がある。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 
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第4章 プロジェクトの妥当性の検証 

4-1 プロジェクトの効果 

1) プロジェクト実施により期待される効果 

本プロジェクトの実施により、以下のような直接及び間接効果が期待できる。 

表 4-1-1 プロジェクトの効果 

現状と問題 協力対象事業での対策 直接効果 間接効果・改善程度 
①｢エ｣国は温室効果ガス
（GHG）排出削減と経
済成長を両立させる能
力と資金が不足してい
る 

 
②2020年には国内の石
油・天然ガス資源の枯
渇が予想され、再生可
能エネルギーの活用が
求められている 

①系統連系型太陽光発
電システムの導入 

 
②上記システムの運営
維持管理のためのソ
フトコンポーネント
による技術指導 

①温室効果ガス（GHG）
が 年 間 約 359.6
（t-CO2/年）削減され
る（表4-1-3参照） 

 
②系統連系型太陽光発
電システムに対し、
年間延べ108万人の
ショーケース効果が
得られる 

①上位計画への寄与及
び「エ」国内での太
陽光発電システムの
普及、拡大が促進さ
れる 

 
②大学における再生可
能エネルギーの研究
に寄与し、さらには
「エ」国の関連産業
が育成される 

 

2) プロジェクトのショーケース効果 

E-JUST CLUB & MALL 敷地内に系統連系型太陽光発電システムを設置するため、

E-JUST CLUB & MALL の利用者、訪問者及び周辺住民にショーケース効果が期待でき

る。さらに、拡張整備工事が実施されて年間 100 万人の利用客を受入れ可能となってい

るボルグ･エル･アラブ国際空港入口交差点に本系統連系型太陽光発電システムを紹介す

るサインボードを設置することにより、E-JUST の関係者、E-JUST CLUB & MALL の

利用者、訪問者だけでなく、一般市民及びアレキサンドリア市周辺への観光客に対して

もショーケース効果が期待される。以下に本プロジェクトのショーケース効果に係る指

標を示す。 
表 4-1-2 ショーケース効果に係る指標 

No. 設置位置 指  標 
① 太陽光発電システム 
 アレキサンドリアの西約

60km のニュー・ボルグ･
エル･アラブ市の大学・開
発 計 画 区 域 内 に あ る
E-JUST CLUB & MALL 

(1) E-JUST CLUB & MALL の利用者、訪問者：3,000～3,500 人/日*1

3,000 人×30 日×12 ヶ月＝延べ 1,080,000 人 
(2) 大学(EJUST)の全職員及び学生数：合計 2,518 人 

・教授：196 名 
・研究者：672 名 
・学生：1,400 名 
その他の職員、スタッフ： 250 人 

(3) E-JUST 職員の寄宿舎住民数： 560 部屋×2 人/部屋＝1,120 人 
② サインボード   
 ボルグ･エル･アラブ国際

空港入口交差点 
車両交通量： 

約 2,236 台/時間*2 × 8 時間× 30 日×12 ヶ月=6,439,680 台/年（推定）

＊1： 大規模小売店を設置する者が配慮すべき事項に関する指針（平成 19 年 2 月 1 日経済産業省告示 16 号）

より算定 
＊2： 2010 年 2 月 9 日 12:00～13:00 における計測値 
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3) CO2削減効果 

本プロジェクトによる CO2削減効果は、系統連系型太陽光発電システムにより発電され

た電力を既存の天然ガスによる火力発電と代替した場合、CO2削減量（359.6 t-CO2/y）
は、スギの木約 21,300 本の CO2吸収量に相当し、これは約 100,500m3の天然ガス

の節約に相当する。 

表 4-1-3 環境負荷削減効果 

導入システム発電容量 420kW  
年間発電量 641,000kWh／年 
温室効果ガス排出抑制効果*1（t-CO2/年） 359.6t-CO2/年 

641,000×0.561/1,000=359.6 
ライフサイクル*2 温室効果ガス排出抑制効果 
（t-CO2/年） 
（g-CO2/kWh発電端）*3 

298.3 t-CO2/年 
(518.8-53.4) ×641,000/1,000,000= 298.32 
天然ガス複合発電：518.8 
太陽光発電：53.4 

環境貢献度―杉の木に換算*4 約21,300本 
298.3t÷0.014t/本= 21,307 

環境貢献度―森林換算*5 約83ha 
298.3t÷3.57=83.55ha 

環境貢献度―石油消費削減量*6 約145,500 L（18L缶で約8,080缶分相当） 
641,000×0.227L=145,507L 

環境貢献度―天然ガス消費削減量*7 約100,500m3 
641,000×0.1568ｍ3/kwh=100,508ｍ3 

出典：新エネルギー・産業技術開発機構（NEDO） 
＊1： CO2削減量は、平成 20 年環境省発表の排出係数 0.561 kg-CO2/kWh として試算 
＊2： ライフサイクル評価、((Life Cycle Assessment)手法とは、発電燃料の燃焼に伴う環境負荷だけ

でなく、 燃料採掘、輸送、廃棄物処理などの活動に伴う間接的な環境負荷も含めて、トータル

の環境負荷を分析、評価する手法 
＊3：  CO2削減原単位は、太陽光発電システムで従来の発電設備を代替したときの削減効果として試算 

CO2削減原単位＝電力使用端 CO2排出原単位－太陽光発電システム CO2排出原単位 
出典：環境省・林野庁 
＊4： 杉の木の二酸化炭素吸収量は 14kg/本相当 
出典：経済産業省・資源エネルギー庁 
＊5： 森林係数：3.57 とする 
＊6： 火力発電の石油消費量を１kWh あたり 0.227L として試算 
＊7： 火力発電の天然ガス消費量を１kWh あたり 0.1568m3として試算 

本プロジェクトにて、「エ」国で初めて大規模な系統連系型太陽光発電システムが導入さ

れることにより、CO2 が年間 359.6t 削減されると共に、「エ」国内での太陽光発電シス

テムの普及、拡大が促進されることが期待され、「エ」国の上位計画である 2020 年まで

に全発電量の 20%を再生可能エネルギーで賄うこと、クールアース・パートナーシップ

加盟国として世界の気候変動に関する政策に寄与することが可能となる。また、E-JUST
における再生可能エネルギーの研究にも寄与することにより、「エ」国の太陽光発電シ

ステムの関連産業が育成されることも期待される。 
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4-2 課題・提言 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題・提言 

本プロジェクトが実施された後、プロジェクトの効果が発現・持続するためには、「エ」

国側が以下の点に留意して必要な対策を実行する必要がある。 

1) 「エ」国は、太陽熱、風力など再生エネルギーの導入に積極的に取り組んでいるが、

この太陽光発電システムの導入を契機に、再生可能エネルギーの一つである太陽光

発電の国内普及、拡大を図ることが重要である。そのためには、国家政策としての

再生可能エネルギーに対する優遇税制、補助金、電力の固定価格買取制度（Feed-in 
Tariffs：FIT）及び電力会社の再生可能エネルギーによる発電の割合を定めた固定

枠制度（Renewable Portfolio Standard：RPS）などの施策が必要である。 

2) 導入される系統連系型太陽光発電システムは、E-JUST が保有し、維持運営管理は

太陽光発電に関わる部分は E-JUST、系統連系に関わる部分は AEDC により行われ

る。持続的に本システムが運営維持管理されていくためには、E-JUST 及び AEDC
の運営維持管理要員の育成、運営維持管理計画策定に加えて、協調体制の確立及び

将来の機器更新計画策定等を行っていく必要がある。これらの事項については、ソ

フトコンポーネントで具体的に指導して行く予定であるが、その後は自立的に行っ

ていく必要がある。 

3) 本プロジェクトで導入される系統連系型太陽光発電システムの運営維持管理に必要

な費用は年間 147,200EGP 程度と予測される。本システムにより、年間買電電力量

が約 289,000EGP 低減されることが見込まれるが、毎年運営維持管理に関わる費用

の予算措置が行われることが必要である。 

4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携 

今後「エ」国においては、太陽光発電のより一層の普及、拡大を図り、さらに各家庭、

各職場、事業所での太陽光発電システムの設置、発電事業の商業ベースでの発電に結び

付けるには、我が国、国際機関、先進諸国等の技術的、経済的な援助が必要である。そ

のためには、必要に応じて、国際協力機関など通じて我が国の民間企業等による技術協

力（太陽電池モジュールの製造、逆潮流による系統連系の制度化、大規模蓄電池システ

ム、スマートグリッド化等）だけではなく資金的な援助も必要となる。 

4-3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトの内容とその効果、及び対象となる施設・機材の運営維持管理の現実性

等について、添付資料 5「事業事前計画表（概略設計時）」にとりまとめた。その結果か

ら、本プロジェクトが我が国の無償資金協力による協力対象事業として実施が妥当であ

るかどうか検証すると、以下のとおりである。 
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① プロジェクトの裨益対象 

本プロジェクトの直接裨益対象は、給電対象のドミトリーの住民と本プロジェクト

サイトの利用者年間延べ 100 万人であり、また間接裨益対象としては本プロジェク

トを契機に「エ」国における太陽光発電システムがより普及、拡大することにより、

貧困層を含む一般国民まで拡大する。 

② プロジェクトの目標 

本プロジェクトの目標は、「エ」国の豊富な太陽光資源を活用した太陽光発電事業の

拡大、促進及び二酸化炭素の排出削減に貢献することである。これは、温室効果ガ

スの排出削減と経済成長を両立させ、国内電力の安定供給に寄与すると共に地球温

暖化防止に繋がるものである。 

③ 被援助国による運営・維持管理 

調達される機材は、ソフトコンポーネントを通じて初期の技術協力が実施された後

は、「エ」国の資金、人材と技術で機材の運営・維持管理が可能であり、新たな技

術、より高度な技術等は必要としない。 

④ 中・長期的開発計画との整合性 

「エ」国は電力の安定供給を図ると共に再生可能エネルギーによる発電量の拡大を

電力セクターの重点目標の一つとしてとして掲げており、本プロジェクトはそれに

沿って太陽光発電機材の調達によって再生可能エネルギーの活用と拡大を促進する

ものである。 

⑤ 収益性 

本プロジェクトは太陽光発電を活用した再生可能エネルギーによる安定した給電シ

ステムを目的とするもので、収益をもたらすものではない。 

⑥ 環境社会面への影響 

本プロジェクトで導入される 500kW 以下の系統連系型太陽光発電システムは

「JICA 環境社会配慮ガイドライン」に照らしても、カテゴリーは C（スクリーニン

グ後以降の環境はレビューは省略される）であり、環境に大きな影響を与えるもの

ではない。 

⑦ 無償資金協力としての実施 

本プロジェクトは、温室効果ガスの排出削減と経済成長を両立させ、気候安定化に

貢献しようとする国に対する「クールアース・パートナーシップ」の目的を満たす

プロジェクトであり、無償資金協力案件として実施することに対して、制度上も特

に問題となる点はなく、実施可能と考えられる。 



4－5 

4-4 結 論 

以上に述べたように、プロジェクトの妥当性について検証の結果、本プロジェクトは「エ」

国での太陽光発電事業の拡大、促進に非常に有効であり、二酸化炭素の排出削減に貢献

することに加え、「エ」国の方針である再生可能エネルギーの推進及び気候変動枠組条約

及び京都議定書批准国として地球温暖化防止に貢献することも可能となる。また、本プ

ロジェクトは「クールアース・パートナーシップ」の中の支援事業として適合するため、

日本の環境プロジェクト無償資金協力事業として実施することは妥当と考えられる。 
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資料１．調査団員・氏名 



1．調査団員・氏名 

A1-1 

エジプト国太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画 団員名簿 
 

第一次協力準備調査団（2009 年 10 月 10 日～10 月 24 日） 

1． 小森 正勝 団長 
独立行政法人国際協力機構 

エジプト事務所 次長 

2． 佐伯 健 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 

資金協力支援部、実施管理第三課 

3． 大本 利幸 調達管理計画 

財団法人日本国際協力システム 

業務第一部 施設第一課/業務第二

部 特別業務室 課長 専門調査役 

4． 加藤 宏承 
業務主任/ 

太陽光発電システム 
（株）オリエンタルコンサルタンツ

5． 山崎 啓治 
系統連系 

太陽光発電システム 
（株）オリエンタルコンサルタンツ

6． 大村 弘 機材・設備計画 （株）オリエンタルコンサルタンツ

7． 森田 澄夫 調達計画/積算１ （株）オリエンタルコンサルタンツ

8． 月舘 吉一 制度・基準/環境社会配慮 （株）オリエンタルコンサルタンツ

9． 与座 昌敏 系統運用 （株）オリエンタルコンサルタンツ

10． 依田 雅子 建築設計 （株）オリエンタルコンサルタンツ

11． 加藤 佑希 業務調整 （株）オリエンタルコンサルタンツ

 
第二次協力準備調査団（2010 年 1 月 24 日～2 月 21 日） 

1． 加藤 宏承 
業務主任/ 

太陽光発電システム 
（株）オリエンタルコンサルタンツ

2． 山崎 啓治 
系統連系 

太陽光発電システム 
（株）オリエンタルコンサルタンツ

3． 大村 弘 機材・設備計画 （株）オリエンタルコンサルタンツ

4． 森田 澄夫 調達計画/積算１ （株）オリエンタルコンサルタンツ

5． 月舘 吉一 制度・基準/環境社会配慮 （株）オリエンタルコンサルタンツ

6． 与座 昌敏 系統運用 （株）オリエンタルコンサルタンツ

7． 依田 雅子 建築設計 （株）オリエンタルコンサルタンツ

8． 加藤 佑希 業務調整 （株）オリエンタルコンサルタンツ

 
第三次協力準備調査団（2010 年 5 月 14 日～5 月 22 日） 

1． 大竹 茂 団長 
独立行政法人国際協力機構 

エジプト事務所 次長 

2． 福田 秀正 計画管理 

独立行政法人国際協力機構 

資源エネルギーグループ、 

エネルギー・資源課 

3． 加藤 宏承 
業務主任/ 

太陽光発電システム 
（株）オリエンタルコンサルタンツ

4． 山崎 啓治 
系統連系 

太陽光発電システム 
（株）オリエンタルコンサルタンツ

5． 大村 弘 機材・設備計画 （株）オリエンタルコンサルタンツ

6． 加藤 佑希 業務調整 （株）オリエンタルコンサルタンツ

 



 

 

 

 

 

 

資料２．調査行程 



2．調査工程 

A2-1 

第一次協力準備調査（2009 年 10 月 10 日～10 月 24 日） 

団長 計画管理 調達管理計画
業務主任/

太陽光システム
系統連系太陽光

発電システム
機材・設備計画 調達計画/積算１

制度・基準/環境
社会配慮

系統運用 建築設計 業務調整

小森　正勝 佐伯　健 大本　利幸 加藤　宏承 山崎　啓治 大村　弘 森田　澄夫 月舘　吉一 与座　昌敏 依田　雅子 加藤　佑希

10月10日 土 業務主任に同じ

10月11日 日

10月12日 月

10月13日 火

10月14日 水 調達調査 建設状況調査 業務主任に同じ

10月15日 木 機材・設備調査 調達調査 環境社会配慮調査 日射量調査 建設状況調査 業務主任に同じ

10月16日 金 業務主任に同じ

10月17日 土 業務主任に同じ

10月18日 日 業務主任に同じ

10月19日 月
サイト詳細調査
機材・設備調査

サイト詳細調査
調達調査

サイト詳細調査
環境社会配慮調

査

サイト詳細調査
系統運営調査

サイト詳細調査
建設状況調査

業務主任に同じ

10月20日 火
担当者協議(9:30)

日射量調査
担当者協議(9:30)

調達調査
担当者協議(9:30)
制度・基準調査

担当者協議(9:30)
日射量調査

担当者協議(9:30)
建設状況調査

業務主任に同じ

10月21日 水 配電会社協議 調達調査 制度・基準調査 日射量調査 建設状況調査 業務主任に同じ

10月22日 木
アレキサンドリア－カイロ

配電会社協議(13:30)
アレキサンドリア－カイロ

調達調査
アレキサンドリア－カイロ

制度・基準調査
アレキサンドリア－カイロ

配電会社協議(13:30)
アレキサンドリア－カイロ

建設状況調査 業務主任に同じ

10月23日 金 業務主任に同じ

10月24日 土 業務主任に同じ成田着(07:50)  LH710

カイロ→アレキサンドリア
候補サイトの妥当性の検討

E-JUST協議（10:00）
アレキサンドリア発　→　カイロ着 （15:00）

関係機関協議(09:30)

サイト詳細調査
関係機関協議

カイロ発(04:25)－フランクフルト着(08:45)　LH585  フランクフルト発(13:55)-

関係機関協議(09:30)
ラップアップミーティング(13:30)

アレキサンドリア－カイロ
JICA事務所へ報告(15:30)

カイロ発（07:00）　→　コライマット、コライマット視察（09:00）
NREA協議（12:00）

エジプト電力消費者保護管理局協議（15:00）

ドバイ発(08:50)-カイロ着(10:40) EK927
団内打合せ

JICA（08:30）
新・再生可能エネルギー庁（NREA）（11:00）

大使館表敬（16:30）

カイロ発（07:00）　→　アレキサンドリア着、E-JUST到着（12:00）
現地踏査

E-JUSTプレゼンテーション、協議（13:30）

E-JUST協議（10:00）
E-JUST ミニッツ署名（10:30）

アレキサンドリア発 （15:00）　→　カイロ着

トビリシ発(04:40)－ウィーン着(06:20)  OS654  ウィーン発(10:35)－カイロ着(14:10)  OS863
団内打合せ

JICA（08:30）
新・再生可能エネルギー庁（NREA）（11:00）

官団員 コンサルタント

月日

高等教育省(09:00)、NREA：ミニッツ署名(11:00)、MOIC(13:00)
日本大使館への報告(16:00)

カイロ発(18:30)－ドバイ着(00:05) EK924

ドバイ発(03:10)-関西着(17:20) EK316
関西発(19:15)-羽田着(20:25) EK6252

資料整理、団内会議

候補サイトの評価及び協議資料作成

コライマット視察(9:00)
NREA協議、エジプト電力消費者保護

管理局協議(12:00)

 



 

A2-2 

第二次協力準備調査（2010 年 1 月 24 日～2 月 21 日） 

業務主任/
太陽光システム

系統連系太陽光発電
システム

機材・設備計画 調達計画/積算１
制度・基準/

環境社会配慮
系統運用 建築設計 業務調整

加藤　宏承 山崎　啓治 大村　弘 森田　澄夫 月舘　吉一 与座　昌敏 依田　雅子 加藤　佑希

1月24日 - 業務主任に同じ

1月25日
成田発(10:20) →

フランクフルト着(14:05)
業務主任に同じ

1月26日
フランクフルト発(13:25)

→
カイロ着(18:25)

調達事情・単価調査
12:00 環境省、

15:00 気象庁聞取り調査
業務主任に同じ

1月27日 電力、日射量測定 E-JUST事前協議 業務主任に同じ

1月28日 調達事情・単価調査 環境社会配慮調査 電力、日射量測定 E-JUST事前協議 業務主任に同じ

1月29日 業務主任に同じ

1月30日 業務主任に同じ

1月31日 業務主任に同じ

2月1日 業務主任に同じ

2月2日 関連機関打合せ 調達事情・単価調査 関連機関打合せ 電力、日射量測定
パネル設置計画検討

図面作成
業務主任に同じ

2月3日 サイト調査 環境社会配慮調査 電力、日射量測定
パネル設置計画検討

図面作成
業務主任に同じ

2月4日 施工計画検討 環境社会配慮調査 E-JUST協議 E-JUST協議 業務主任に同じ

2月5日 業務主任に同じ

2月6日 施工計画検討 環境社会配慮調査
電力、日射量測定

発電量算出

2月7日 施工計画検討 基準制度調査
電力、日射量測定

太陽光発電システム、
機器仕様書検討

2月8日 施工計画検討 基準制度調査
電力、日射量測定

E-JUST、配電会社協議

2月9日 建築積算 基準制度調査 E-JUST協議

2月10日 建築積算 基準制度調査
太陽光発電システム、

機器仕様書作成
入札図書案、図面調整

最終イメージ図作成
業務主任に同じ

2月11日 建築積算
カイロ発(04:25)→

フランクフルト着 (07:50)
フランクフルト発(13:35)→

太陽光発電システム、
機器仕様書作成

入札図書案、図面調整
最終イメージ図作成

業務主任に同じ

2月12日 成田着(08:35) 業務主任に同じ

2月13日 機材積算 -
太陽光発電システム、

機器仕様書作成
報告書、図面、
スペック作成

業務主任に同じ

2月14日
E-JUST打合せ

機材積算
-

E-JUST打合せ
電力、日射量収集データ

のまとめ

報告書、図面、
スペック作成

業務主任に同じ

2月15日 機材積算 - E-JUST、配電会社協議 E-JUST協議 業務主任に同じ

2月16日 - 業務主任に同じ

2月17日 - 業務主任に同じ

2月18日 - 業務主任に同じ

2月19日 資料整理
カイロ発(04:25)→

フランクフルト着(07:50)
フランクフルト発(13:35)→

- 業務主任に同じ

2月20日
カイロ発(04:25)→

フランクフルト着(07:50)
フランクフルト発(13:35)→

成田着(08:35) - 業務主任に同じ

2月21日 - - 成田着(08:35) - - - - -日

カイロ発(04:25)→
フランクフルト着(07:50)

フランクフルト発(13:35)→

成田着(08:35)

11:00 国際協力省打合せ
13:00 高等教育省打合せ火

水

調査結果とりまとめ

木

金

水

月日

成田発(10:20) →
フランクフルト着(14:05)

フランクフルト発(13:25) →
カイロ着(18:25)

日

月

木

木

金

土

日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

カイロ発(04:25)→
フランクフルト着(07:50)

フランクフルト発(13:35)→

成田着(08:35)

カイロへ移動、大使館、JICA調査結果報告 カイロへ移動、大使館、JICA報告

 E-JUST ラップアップミーティング E-JUST ラップアップミーティング

アレキサンドリアへ移動

太陽光発電システム、容量、パネル設置計画検討

E-JUST協議

発電表示装置設置場所調査

太陽光発電システム、機器仕様書検討

資料整理

E-JUSTキックオフミーティング資料作成

E-JUST、配電会社協議

E-JUST打合せ
太陽光発電システム、機器仕様書作成

E-JUST、配電会社協議

太陽光発電システム、機器仕様書作成

太陽光発電システム、機器仕様書作成

太陽光発電システム、機器仕様書作成

資料整理

日

月

成田発(10:20) →
フランクフルト着(14:05)

E-JUST協議

月

火

火

水

土

太陽光発電システム、容量、パネル設置計画検討

調査結果とりまとめ

トビリシ着(3:40)
グルジア現地調査、

環境保全天然資源省、大学協議
詳細設計

グルジア現地調査、
環境保全天然資源省、大学協議

詳細設計

太陽光発電システム検討
15:30 JICA訪問

サイト調査

11:00  エジプト電力消費者保護管理局打合せ

資料整理アレキサンドリアへ移動

E-JUSTキックオフミーティング

コンサルタント

アレキサンドリア発(7:00)→
カイロ着(9:15)

カイロ発(13:45)→
イスタンブール着(16:10)

イスタンブール発(23:25)→

トビリシ発(5:40)→
イスタンブール着(6:10)

イスタンブール発(10:30)→
カイロ着(12:45)

資料整理

フランクフルト(13:25) →
カイロ着(18:25)

 
 
 



 

A2-3 

第三次協力準備調査（2010 年 5 月 14 日～5 月 22 日） 

団長 計画管理
業務主任/

太陽光システム
系統連系太陽光発電

システム
機材・設備計画 業務調整

大竹　茂 福田　秀正 加藤　宏承 山崎　啓治 大村　弘 加藤　佑希

5月14日
成田発（21:40）EK319 →

ドバイ着（04:35）
業務主任に同じ

5月15日
ドバイ発（08:50）EK927→

カイロ着（11:40）
業務主任に同じ

5月16日 業務主任に同じ

5月17日 業務主任に同じ

5月18日 業務主任に同じ

5月19日 業務主任に同じ

5月20日 業務主任に同じ

5月21日
カイロ発（10:30）MS651→

リヤド着（13:10）
業務主任に同じ

5月22日
リヤド

帰国(5/25)
業務主任に同じ

金
カイロ発(19:30) QR 515/A→

ドーハ着(22:45)

土
ドーハ発(01:05) QR 802/D→

成田着(19:30)

水

木

アレキサンドリア
・9：00-12：00　ミニッツ協議
・13：00-14：00　ミニッツ調印

カイロへ移動
・14：00　JICA事務所/大使館報告

15：00　配電会社と協議
カイロへ移動

月

火

アレキサンドリアへ移動
・13：00-15：00　MuCSAT(E-JUST)

調査概要・結果報告、情報共有

アレキサンドリア
・9：00-14：00　MuCSAT（E-JUST）

ミニッツ協議

土
ドーハ発(13:50)QR 514/B →

カイロ着(17:15)

日
カイロ

・9：00　JICA事務所団内打合せ
・13：00　国際協力省/高等教育省表敬訪問

金
成田発(20:50) QR 803/D→

ドーハ着(05:15)

官団員

月日

コンサルタント
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第一次協力準備調査 （2009年10月10日～10月24日） 
第二次協力準備調査 （2010年 1月24日～2月21日） 
第三次協力準備調査 （2010年 5月14日～5月22日） 
 
1. 在エジプト日本国大使館 

 
石川 薫 大使 
伊藤 毅 参事官 
浅井 洋介 一等書記官 
久田 成昭 一等書記官 

  
2. JICA エジプト事務所 
 

井黒 仲宏 事務所長 
小森 正勝 次長 
大竹 茂 次長 
竹内 卓朗 職員 
鶴岡 紀之 職員 
Ms. Mayada Magdy Ragheb Chief Program Officer 

 
3. 新・再生可能エネルギー庁（New and Renewable Energy Authority ： NREA） 
 

Mr. Fathy Ameen Mohammad Vice Chairman for Projects & Operations 
Ms. Laila Georgy Yoissef Vice Chairman for Studies, Researchers & 

Technical Affairs 
Mr. Hassan H. Rakha Head Sector for Photovoltaic Dept. 
Mr. Naged K. Mahmoud Senior Planning Eng., Ex. Chairman 
Mr. Salah Abou Ouf Director of PV Dept. 
Mr. Khaled Mohamed Fekry Director of R&D Sector 
Mr. Reda Abd El hgaby Ismail Project Manager 
Mr. Mohamed Delim Project Manager 
 

4. エジプト・日本科学技術大学 (Egypt-Japan University of Science and Technology ： E-JUST) 
 

Mr. Ahmed B.Khairy President 
Mr. Mohamed El-Sayed Regab Acting Chairperson 
Mr. Ahmed Hamza H. Ali Professor 
Mr. Abdel-Rahman Moussa Consultant 
Mr. Ahmed Abou Esmaeel Director Mechanics Engineering 
Mr. Mohamed Assem Architectural consultant 
Mr. Haytham M. Awad Assistant Professor 
Mr. Yehia Elmahgary Project Manager 
Mrs. Nermine Nadeer President Office Manager 
Mr. M. A. M. Hanafi Professor, University of Alexandria 
松下 慶寿 助教授 
Mr. Amr Eid Technical Support 
Mr. Heba Gamal Technical Support 
Mr. Mohamed Ibraham Technical Support 
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5. E-JUST JICA 
 

奥本 将勝 専門家 

岡野 貴誠 専門家 

角田 学 専門家 

安達 まり子 専門家 

 
6. 高等教育省（Ministry of Higher Education） 
 

Mr. Mohamed. G. Abou Ali First Under-Secretary of State 
Mr. Gad El Gady Doctor Engineering and applied Geophysics 

 

7. 国際協力省（Ministry of International Cooperation） 

 
Mr. Nabil Abdel-Hamid Hassan Minister’s assistant for Asian Affaire 
Mrs. Samiha Barakat Farag General Director of Japanese Dept. 
Ms. Amira Medhar Economic Researcher at Egyptian Ministry of 

International Cooperation 
 
8. エ ジ プ ト 電 力 消 費 者 保 護 管 理 局  （ Egyptian Electric Utility and Consumer Protection 

Regulatory Agency ： EEUCPRA） 
 

Mr. Hafez E. El-Salmawy Managing Director 
Mr. Hatem Mohamed Waheed Manager of Central Administration of Licensing 

and Tariff Sector 
   

9. アレキサンドリア配電会社 （Alexandria Electricity Distribution Company ： AEDC） 
 

Mr. Ibrahim Madi Chairman of Board of Directors 
Mrs. Nazineh Eassa Deputy Chairman for Technical Affairs 
Mr. Mahmoud Barakat Manager for Control Center 
Mr. Galal Sayed Ahmed Vice Chairman 
Mr. Nabil Mowad Farag  
Mr. Abdul Salam Mustafa  
Mr. Hamdy Fayed  

      
10. Consulting Engineer for Alexandria area 
 

Dr. Ibrahim Megahed  
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事業事前計画表（概略設計時） 

1. 案件名 
太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査（エジプト・アラブ共和国） 
（ファスト・トラック制度適用案件） 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 
(1) エジプト・アラブ共和国（以下「エ」国という）は、近年、電力需要が毎年約 7%の高

い伸びを示しており、平均供給予備率は約 1.5％にとどまるなど需給が逼迫した状況に
ある。同国の電力需要は今後も同様の伸びが予想されており、安定的に電力を供給する
ため、需要に見合った計画的な発電設備の整備が喫緊の課題となっている。しかし、発
電に必要かつ外貨収入の柱となっている石油、天然ガス資源がエネルギー需要の増大に
より、2020 年頃には枯渇してしまうとの試算がなされている。 

(2) 気候変動対策については、「エ」国は、気候変動枠組条約批准国及び京都議定書批准国の
非附属書 I 国に属し、温室効果ガス削減のための政策を推進している。電力エネルギー
省傘下の新・再生エネルギー庁（NREA）が、再生可能エネルギーを専門的に推進する
機関として、石油に替わるクリーンなエネルギー源への転換の促進を行っている。 

(3) このような状況の中、本プロジェクトの上位計画にあたる国家開発５カ年計画（2007
年～2012 年）では、2012 年までに整備する発電設備のうち、約 12%を再生可能エネル
ギーとする計画とし、また、2008 年のエネルギー最高評議会の決定において、2020 年
までに再生可能エネルギーを全国内消費電力量の 20%までに増加させることを目標と
している。 

(4) 一方、日本は温室効果ガスの排出削減と経済成長を両立させ、気候の安定化に貢献しよ
うとする国に対し、「クールアースパートナーシップ」（2008 年１月）を発表した。この
中で、排出削減と経済成長を両立させる実行能力や資金が不足している国の支援を目的
とした環境プログラム無償資金協力事業が導入された。 

(5) このような背景から、クールアースパートナー国であり、急激な電力需要増に対応しつ
つ環境負荷軽減を目指すために急ピッチで再生可能エネルギー開発を進めていく方針を
掲げている「エ」国が、日本国政府に太陽光発電システムの導入を環境プログラム無償
資金協力として要請され、かかる協力準備調査の実施が承認された。本プロジェクトは、
日本の環境プログラム無償資金協力事業を活用して系統連系型太陽光発電システムを導
入し、太陽エネルギーに恵まれた「エ」国での太陽光発電事業の拡大、促進及び温室効
果ガスの排出量の削減に貢献することを目標とする。 

 
3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 
① 系統連系型太陽光発電システムに対し、年間延べ 108 万人のショーケース効果が得

られる。 
② 系統連系型太陽光発電システムにより CO2が年間 359.6 t 削減される。 

《裨益対象の範囲及び規模》 
直接受益者：E-JUST 職員・学生、E-JUST ドミトリー及び E-JUST CLUB&MALL
利用者：年間延べ 108 万人 
間接受益者：エジプト国全国民： 

 
(2) プロジェクト全体計画の成果 

① 系統連系型太陽光発電システムが調達・整備される。 
② 導入システムに対して、プロジェクト運営維持管理体制が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
① 系統連系型太陽光発電システムに係る機材が調達・整備される。 
② 上記システムを既存の配電網に系統連系する。 
③ 運営維持管理体制が構築される。 
④ 上記システムの運営維持管理に係る技術支援が行われる。 
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(4) 投入（インプット） 
 

相手国側 
（ア） 運営維持管理要員の確保：E-JUST 12 名、AEDC（配電会社）6 名 
（イ） 受変電装置の設置及び中圧引込ケーブルの敷設工事 
（ウ） 給水引込工事 
（エ） セキュリティカメラの設置 
（オ） フェンスの設置 
（カ） 敷地内整地 
（キ） 外構工事 
（ク） 導入システムの運営維持管理費 

 
(5) 実施体制 

実施機関・主管官庁：エジプト日本科学技術大学（E-JUST） 
 

 
4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 
エジプト国ニューボルグエルアラブ市 
 

(2) 概要 
① E-JUST CLUB & MALL 敷地内において、系統連系型太陽光発電システムに係る

機材の調達・整備 
② 上記システムを維持運営管理を行う E-JUST 及び AEDC（配電会社）の要員を対象

に、太陽光発電システム、系統連系、及びシステムより得られたデータの活用に関
する技術指導 

 
(3) 相手国側負担事項 

① 運営維持管理要員の確保：E-JUST 12 名、AEDC（配電会社）6 名 
② 受変電装置の設置及び中圧引込ケーブルの敷設工事 
③ 給水引込工事 
④ セキュリティカメラの設置 
⑤ フェンスの設置 
⑥ 敷地内整地 
⑦ 外構工事 
⑧ 導入システムの運営維持管理費 

 
(4) 工期 

実施設計・入札・ソフトコンポーネントの期間を含め 16 ヶ月（予定） 
 

(5) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
特になし 

 
5. 外部要因リスク 

地球温暖化等による日射量の変化 
6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし 
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7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

 
(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
 
 現 状

（2010 年）
プロジェクト 

実施後（2013 年）
備 考 

E-JUST CLUB & MALL
への訪問者数 

 
０ 

 
年間延べ 108 万人

系統連系型太陽光
発 電 シ ス テ ム の
ショーケース効果 

系統連系型太陽光発電シ
ステムによる発電量 ０ 年間 641,000kWh

CO2 
削減量計算に必要
な数値 

 
(2) 評価のタイミング 

2013 年以降（機材運用開始後２年経過後） 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

1.1. プロジェクトの背景 

エジプト・アラブ共和国（以下「エ」国という）は、気候変動枠組条約批准国及び京都

議定書批准国の非附属書 I 国に属し、温室効果ガス削減のための政策を推進して 2020

年までに太陽光・風力を活用した再生可能エネルギーの割合を全発電量の 20％まで引き

上げることを戦略目標としている。 

「エ」国では、石油、天然ガスの輸出が外貨収入の柱になっているが、近年の目覚しい

経済発展によるエネルギー需要の増大により、2020 年頃には国内の石油、天然ガス資源

が枯渇してしまうとの試算もなされている。エジプト電力公社（EEHC：Egyptian 

Electrical Holding Company）は、年間 6.35％の電力需要の伸びに応えるため第 6次の

5ヵ年計画（2008～2012 年度）を作成した。これによると、さらに天然ガス複合発電（CCGT）

による 7,750MW の発電能力が必要と試算され、これは 2012 年度の全発電能力の 37％に

達する。こうした背景を踏まえ、「エ」国政府は再生可能エネルギー（水力、風力、太陽

光、地熱及びバイオマス）の活用に向けて取り組みを本格化させている。 

気候変動対策については、1986 年に再生可能エネルギーを専門的に推進する機関として、

電力エネルギー省の傘下に新・再生エネルギー庁（NREA: New and Renewable Energy 

Authority）が設立され、石油に替わるクリーンなエネルギー源への転換の促進を目指し

ている。国家開発５カ年計画（2007 年～2012 年）では、2010 年までに整備する発電設

備のうち約5%に当たる1,490MWを再生可能エネルギーによって賄う計画とし、また、2008

年のエネルギー最高評議会の決定において、2020 年までに再生可能エネルギーを全国内

需要電力量の 20％まで増加させることを目標としている。 

一方、我が国は温室効果ガスの排出削減と経済成長を両立させ、気候の安定化に貢献し

ようとする国に対し、「クールアースパートナーシップ」（2008 年１月）を発表した。こ

の中で、排出削減と経済成長を両立させる実行能力や資金が不足している国の支援を目

的とした環境プログラム無償資金協力事業が導入された。 

このような背景の中、我が国が太陽光発電等を活用した環境プログラム無償資金協力事

業に関するニーズ調査をクールアースパートナーシップ国である「エ」国に行った。そ

の結果、「エ」国から系統連系型の太陽光発電システムの導入の要請を受けて、対象サイ

トであるエジプト日本科学技術大学（E-JUST）のコミュニティー施設 E-JUST CLUB & MALL

への協力準備調査を実施する運びとなった。 

本プロジェクトは、太陽エネルギーに恵まれた「エ」国での太陽光発電事業の拡大、促

進及び温室効果ガスの排出量の削減に貢献することを目標とする。 

上記目標を達成するために、系統連系型太陽光発電システムの機材整備を行うとともに、

運営維持管理のための技術支援（ソフトコンポーネント）を行う。なお、逆潮流につい

ては、本プロジェクト終了後、制度が整い次第「エ」国側にて実施したいとの意向であ

ることから、それに関わる機材整備及び技術支援も含むものとする。 
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表 1 本プロジェクトによる支援計画 

系統連系型太陽光発電システム機材一式 

機材名 用 途 必要性 

系統連系型太

陽光発電シス

テム 

既存の配電網に系統連系し、太

陽光を利用して発電した電力

を、施設に供給する。 

2020 年迄に再生可能エネルギーを

全国需要の 20%までに増加させる政

策に基づき、再生可能エネルギーの

推進が求められている。 

太陽光発電にかかる技術支援（ソフトコンポーネント） 

技術支援 系統連系型太陽光発電システム

に関する基礎知識および保守点

検、緊急時の対応等の運営維持

管理に関する技術指導 

「エ」国は、系統連系型太陽光発電

システムの導入経験が殆どなく、同

システムに関する知識および運

営・維持能力が不足していることか

ら適切な技術指導が必要である。 

 

表２ E-JUST CLUB & MALL 計画概要 

対象サイト：E-JUST CLUB & MALL 敷地内（アレキサンドリアから西に約 60km） 

実施機関 E-JUST 

設置場所 E-JUST CLUB & MALL 敷地内 

立地環境 エジプトのアレキサンドリア郊外のニュー・ボルグ･エル･アラブ市 

土地所有権 E-JUST 

使用許可 E-JUST 

発電容量 約 420kW 

想定年間発電量 約 641,000kWh 

設置面積 約 7,000 ㎡ 

電力の使途 ドミトリー及びスポーツクラブ、ショッピングモールの一般用電力 

 

1.2. ソフトコンポーネント実施の必要性 

本プロジェクトによって導入される系統連系型太陽光発電システムは、E-JUST 職員にと

って運用した経験が無いため、その導入に際して、適切な維持管理に係る事項のみなら

ず、事故時の対応を含めた系統連系運用に関する知識や手順についても、関係者が熟知・

熟練する必要がある。また、収集される電力データや関連気象データの整理、編集、処

理からその活用に至る作業の流れも新たに構築することが必要である。 

太陽光発電システムを、系統連系により安定かつ安全な運用を行うためには、当該地区

を給電エリアとしているアレキサンドリア地区配電会社である Alexandria Electricity 
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Distribution Company (AEDC)との密接な連携が必要不可欠である。AEDC は、これまで

アレキサンドリア地区に安定的に電気を供給していることから、配電に関する知識、技

術及び運営維持管理等については十分な知見を有しているが、これまで太陽光発電シス

テムに系統連系した経験がないため、本プロジェクトの系統連系に関する技術指導が求

められている。 

よって、これらの内容を網羅したソフトコンポーネントを実施することが、導入システ

ムの円滑な運用立ち上げと協力成果の持続性を確保するために必要である。 

 

1.3. 運営維持管理に関わる組織 

E-JUST：  

 E-JUST の環境エネルギー工学部が太陽光発電システムの運営維持管理の担当部門と

なる。中心スタッフの専門は、電気・自動制御専門技術者 x1 名、通信技術者 x1 名、

化学技術者x1名及び土木技術者x1名である。これらのテクニカルスタッフを中心に、

8名の実務担当者及び4名のセキュリティスタッフを含めて約16名が運営維持管理に

携わる予定である。 

AEDC： 

本太陽光発電システムは、アレキサンドリア市及びその周辺地区を担当する配電会社

である AEDC の配電線に接続を行う。E-JUST CLUB & MALL 周辺地区の配電線の運営維

持管理に従事している6名が太陽光発電システムの系統連系部分における運営維持管

理を担当する。 
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 理事会 

学長 

部局長会議 
品質保証アドバイザー 

日本顧問委員会 

法的アドバイザー 

 
研究部門（研究計画、

研究基金、特許・開発

など） 

 
教育部門（教育計画・

ｶﾘｷｭﾗﾑ開発、教員、学

生、入学選考） 

副学長

 
国際部門（国際関係、

広報、産業関連、企業

家育成） 

副学長 品質保証・ 
認定 

センター長 

（工学部） （ビジネス・人間科学部） 
学類長会議 

学務担当 
副学長 

図書館長 

図書館 

副学長

研究 
審議会

教育 
審議会 

副学長 

学類長 学類長学類長 学類長 学類長

 
比較文化 
学部 

 
創造 
工学部 

 
電気・電子 
情報学部 

 支援部門（財務・人

事、IT＆MIS、教務・

ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ、展示・展

覧、社会ｻｰﾋﾞｽ） 

 国際ビジネ

ス・マネージ

メント学部 

エネルギー・

環境工学部 

 
 

 

 

図1 E-JUST組織図 

  

 

 

 

… 太陽光発電システム 
運営維持管理担当部署 
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2. ソフトコンポーネントの目標 

導入システムの円滑な運用立ち上げと協力成果の持続性の確保を可能とするために、以

下のソフトコンポーネントの目標を設定する。 

１． 太陽光発電システム・機材を適切に維持管理できるようになること 

２． 事故対応を含めた系統連系運用ができるようになること 

３． 得られた電力及び気象データを適切に整理、編集、処理し活用できるようになるこ

と 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネント実施の結果としてソフトコンポーネント完了時に達成されるべき

成果として、以下３点を挙げる。 

１． 太陽光発電システムのトラブル予防、対処方法を含めた運営維持管理方法について

理解する 

２． 系統連系における、トラブル予防、対処方法を含めた運営維持管理及び逆潮流に関

する設定方法・運営維持管理について理解する 

３． 電力および気象データに関する機材のトラブル予防、対処方法を含めた運営維持管

理方法及びデータの整理、編集、処理、活用の意義と方法について理解する 

 

4. 成果達成度の確認方法 

研修においては、研修生の主体的な取り組みを引き出すため、講義形式のみならず導入

した機材を使用した演習（実地演習）等をとりいれた、インタラクティブな研修プログ

ラムを計画する。研修内容に対する研修生の理解度テスト等で、成果の達成度を確認す

ることを基本方針とする。 

成果達成度の具体的な確認方法について下表の通りである。 
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表３ 成果達成度の確認指標と確認方法 

成果 確認方法 

 

１．太陽光発電システムのトラブル予防、

対処方法を含めた運営維持管理方法につ

いて理解する 

 

1-1 研修終了時に太陽光発電システムの機

器の名称・役割、トラブルの対処法、機器の

点検、清掃の仕方等運営・維持管理にかかる

理解度テスト（実地テストも含む）を行う。

1-2 研修生により太陽光発電システムの日

及び月毎の点検表、故障・修理記録表等が策

定される 

 

 

2-1 研修終了時に系統連系に関する機器の

名称・役割、定期点検、トラブル予防及び対

処方法についての理解度テストを行う 

2-2 研修終了時に逆潮流の設定に関する理

解度テスト（実地テストも含む）を行う 

 

２．系統連系について、トラブル予防、

対処方法を含めた運営維持管理及び逆潮

流に関する設定方法・運営維持管理につ

いて理解する 

2-3研修生により系統連系に関する日常及び

定期点検表、故障・修理記録表等が策定され

る 

 

3-1研修終了時に電力および気象データに関

する機器の名称・役割、トラブルの対処法、

機器の点検、清掃の仕方等運営・維持管理に

かかる理解度テストを行う。 

3-2研修生により電力および気象データに関

する機材に関する日常及び定期点検表、故

障・修理記録表等が策定される 

3-3 研修生により運営維持管理に関わる財

務諸表が策定される 

3-4 研修生により CO2 削減量、電力及び気象

データのグラフ等を用いた広報活動に使用

できるプレゼンテーション資料が作成され

る 

 

３．電力および気象データに関する機材

のトラブル予防、対処方法を含めた運営

維持管理方法及びデータの整理、編集、

処理、活用の意義と方法について理解す

る 

 

 

 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

5.1. 活動 

ソフトコンポーネントにおける期待される成果に対する活動内容を以下に示す。 

【成果１：太陽光発電システムのトラブル予防、対処方法を含めた運営維持管理方法につ

いて理解する】 
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太陽光発電システムとその構成要素に係る一連のマニュアル、作業の流れを示す資料、

上記活動内容に対応するマニュアルを用い、講義による説明と、構築する太陽光発電シ

ステムを用いた実習を実施する。 

＜内容＞ 

a) 太陽光発電システムの発電原理、構成等を理解するための指導 

b) 主要構成要素である太陽光モジュール、接続箱、パワーコンディショナなどの機

能、特性などを理解するための指導 

c) 不適切な運用による不具合事例およびその予防措置システム等を理解し、機器の

不具合発生時に迅速、適切な対応が可能となるための指導 

d) 日常点検や定期点検方法に関する技術、技能、計画に関する指導 

e) 接地抵抗測定や絶縁抵抗測定等の各種試験に関する技術、技能、計画に関する指

導 

f) 機器更新計画および点検・修理時のメーカー技術者派遣に関して等、設備更新に

関する指導 

g) 運営維持管理に関わる財務計画の指導 

 

【成果２：系統連系について、トラブル予防、対処方法を含めた運営維持管理及び逆潮流

に関する設定方法・運営維持管理について理解する】 

系統連系に関わる受変電装置構成機器の機能、特性などについて、実物機器を用いた講

義を行う。また、システムや機器の不具合発生時における系統連系側の対応、連絡体制

に関わるマニュアル、作業の流れを示す資料を用い、講義による説明と受変電装置、太

陽光発電システムを用いた実習を実施する。 

＜内容＞ 

a) 系統連系の接続ポイントである受変電装置の機器構成を理解するための指導 

b) 主要構成要素である遮断器、各種保護継電器、変圧器、計測機器などの機能、特

性などを理解するための指導 

c) システム機器の不具合発生時に迅速、適切な対応が可能となるための指導 

d) 日常点検や定期点検方法に関する技術、技能、計画に関わる指導 

e) 接地抵抗測定や絶縁抵抗測定等の各種試験に関する技術、技能、計画に関する指

導 

f)  逆潮流の設定及び運営維持管理に関する指導 

g) 機器更新計画および点検・修理時のメーカー技術者派遣に関して等、設備更新に

関する指導 
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【成果３：電力および気象データに関する機材のトラブル予防、対処方法を含めた運営維

持管理方法及びデータの整理、編集、処理、活用の意義と方法について理解する】 

各種計測・観測機器の機能、特性などについて、実物機器を用いた講義を行う。また、

計測されたデータの処理、分析方法、得られた結果のディスプレイ等への表示方法につ

いては、操作マニュアル、作業の流れを示す資料を用いた講義及び構築する計測監視装

置、太陽光発電情報システム及びディスプレイ装置等を用いて実習を行う。 

 

＜内容＞ 

a) 太陽光発電システムの各種計測装置の機器構成を理解するための指導 

b) 太陽光発電情報システムの機器構成、機能等を理解するための指導 

c) 気象観測装置の機能、特性等を理解するための指導 

d) 太陽光発電システム及び気象観測装置から計測監視装置、太陽光発電情報システ

ムへデータを適正に収集し、データーベース化等を可能とするための指導 

e) 発電電力量と気象の関係など、各種データの意味を理解し、分析・評価するため

の知識を習得し、買電電力予算の算出など、運営に活用できるようにするための

指導 

f) グラフ化されたデータをディスプレイに伝送、表示させたりし、広報活動が適切

に行えるようにするための指導 

g) 機器更新計画及び点検・修理時のメーカー技術者派遣に関して等、設備更新に関

する指導  

 

5.2. エジプト側成果品 

エジプト側の成果品は、ソフトコンポーネントにて作成される以下のマニュアル類であ

る。 

• 太陽光発電システム維持管理マニュアル 

• 電力および気象データの整理、編集、処理、活用マニュアル 

• トラブルシューティングにかかるマニュアル 

• 日常及び定期点検表 

• 故障・修理記録表 

• 運営維持管理に関する財務諸表 

 

5.3. 実施リソース 

本ソフトコンポーネントに投入する実施リソースを下表にまとめた。なお研修者（ター

ゲット・グループ）は、実施機関である E-JUST 及び AEDC である。 
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表４ 実施リソース 

エジプト側 日本側 

研修者（ターゲットグループ）： 

 E-JUST 職員 12 名  

 ADEC 職員    6 名 

研修場所： 

 E-JUST 職員：E-JUST 

  AEDC 職員：AEDC 

研修指導員： 

太陽光発電システム維持管理指導

員：1.5MM 

系統連系指導員：1.5MM 

データ処理情報システム指導員：

1.5MM 

 

現地研修期間： 

30 日間 

 

研修指導員は、上記に示すように太陽光発電システム維持管理指導員、系統連系指導員、

データ処理情報システム指導員の 3名を計画する。太陽光発電システム維持管理指導員

は主に成果１、系統連系指導員は主に成果２、データ処理情報システム指導員は主に成

果３につながる部分の研修を担当する。 

研修では、太陽光発電システムの運営維持管理、電気及び気象データ収集、整理･編集、

解析に係る一連のマニュアル、作業の流れを示す資料、上記活動内容に対応するマニュ

アルを教材として用いる。また、講義による説明ならびに構築する太陽光発電システム、

計測監視装置、太陽光発電情報システムを実習教材として用いる予定である。各システ

ムの維持管理方法、障害発生時の処理法その他に関しても講義、実習を行う。 

これらの専門技術については、過去のノウハウの蓄積があることから、太陽光発電シス

テムメーカーからの指導員選定が適当であると考えられる。 

 

6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

6.1. 本邦コンサルタントの派遣 

「エ」国では、発電量が 420kW 規模の太陽光発電システムの導入は初めての取り組みであ

ることから、「エ」国内のローカルリソースへの再委託を利用しての研修活動は計画でき

ない。したがって、国外リソースを利用しての研修活動を実施することを提案する。こ

こでは、指導員として本邦コンサルタントを前提とした計画としている。 

なお、研修対象となる人材は、英語での研修に必要な英語力を有していないことが準備

調査にて確認されたため、通訳を介して本邦コンサルタントが講義を行うことを計画す

る。 

6.2. 指導員選定方法 

ソフトコンポーネントの指導員は、その技術力と経験から、過去に類似の研修を実施し

た経験を有する太陽光発電システムメーカーから選定することが適当であると考えられ

る。選定にあたっては、複数者からの技術提案書（経歴書を含む）の審査ならびに面接
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試験を行ったうえで、予算内に収まり、同時に高いパフォーマンスを期待できる専門家

を指導員として選定する。 

 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

本ソフトコンポーネントの実施工程を以下に示す。 

 2011 年 11 月 2011 年 12 月 2012 年 1 月 

国内準備作業 
   

現地研修期間 
   

国内とりまとめ作業 
   

図２ 実施工程 

 

8. ソフトコンポーネンの成果品 

本ソフトコンポーネントの成果品を以下に示す。実施期間は、国内作業 0.5 ヶ月、現地

研修期間 1.0 ヶ月であることから、短期間のソフトコンポーネント事業とみなし、途中

に Progress Report ならびにソフトコンポーネント実施報告書は作成せず、施主に対し

ては英語版の Final Report にて、また JICA に対しては右 Final Report を添付したソフ

トコンポーネント完了報告書にて報告を行う。 

0.4MM 

1.0MM

0.1MM

機器検収・引渡し 
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表５ 成果品一覧 

 

１． Final Report (英語、施主に提出) 

① Plan and Implementation of Activities 

② Plan and Accomplishment of Outputs 

③ Factors that have affected Accomplishment of Outputs 

④ Problems on Development and Recommendations for Sustainability of Outputs

⑤ Items of documents etc. as the part of Outputs 

 

２． 完了報告書（日本語、JICA に提出、ソフトコンポーネント完了報告書記載要領

に示された様式にて） 

① 案件概要 （案件名、E/N 締結日、E/N 限度額、コンサルタント契約額） 

② ソフトコンポーネント概要（経費、背景、計画した目標、計画した成果 計画し

た活動内容、従事者、先方参加者、実施機関（時期及び M/M）、活動実績、成果

の達成状況） 

③ 効果を持続・発展させ、目標を達成するための今後の課題・提言等 

④ 添付書類（ソフトコンポーネント実施スケジュール、ソフトコンポーネント従

事者履歴書、先方参加者リスト、トレーニング出席簿、成果物リスト） 

⑤ 別添資料集（成果品（施主への完了報告書、作成したマニュアル類、使用した

テキスト、理解度テスト結果等）、その他映像、写真、新聞記事等） 

 

 
9. 相手国実施機関の責務 

無償資金協力で導入される機材が有効に継続的に活用されるために、本案件の実施機関

である E-JUST は以下に示す内容を実施する必要がある。 

• 「運営維持管理マニュアル」を必要に応じて改定していくこと 

• アレキサンドリア地区配電会社である AEDC と定期的にコミュニケーションを取り、

運営維持管理向上に努めること。 

• 上記活動を継続するための人材育成の継続的に取り組む 

E-JUST は、「エジプト日本科学技術大学設立プロジェクト」として、2008 年 10 月～

2013 年 10 月の予定で日本からの支援（支援額 21.5 億円）が約束され、先方政府か

らも大学設立資金として約 100 億円が確保されていること、また、運営維持管理担

当するエネルギー・環境工学部は太陽光発電も取り扱うことから、上記運営維持管

理活動等の継続的な実施は可能と判断する。 



 

 

 

 

 

 

資料７．参考資料/入手資料リスト 
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7． 参考資料／入手資料リスト



 

 

 

 

 

 

資料８．日射量シミュレーション 



8．日射量シミュレーション 

A8-1 

1.日陰を考慮した場合

A1．ATRIUM (40 kW) 57,324 kWh/year
B1．PLAZA (180 kW) 276,596 kWh/year
C1．PARKING (200 kW) 307,755 kWh/year
D1. 合計発電電力量 641,675 kWh/year

2.日陰がない場合

A2．ATRIUM (40 kW) 59,253 kWh/year
B2．PLAZA (180 kW) 277,096 kWh/year
C2．PARKING (200 kW) 307,884 kWh/year
D2．合計発電電力量 644,233 kWh/year

3. 日照率

(A)　ATRIUM
A１．日陰を考慮した場合の発電量 57,324 kWh/year
A２．日陰がない場合の発電量 59,253 kWh/year

日照率 0.967

(B)　PLAZA
B１．日陰を考慮した場合の発電量 276,596 kWh/year
B２．日陰がない場合の発電量 277,096 kWh/year

日照率 0.998

(C)　PARKING
C１．日陰を考慮した場合の発電量 307,755 kWh/year
C２．日陰がない場合の発電量 307,884 kWh/year

日照率 0.9996

(D)　TOTAL
D１．日陰を考慮した場合の発電量 641,675 kWh/year
D２．日陰がない場合の発電量 644,233 kWh/year

日照率 0.9960

想定年間発電量

 
 
 
 

 
 



 

A8-2 

A．ATRIUM 

ＰＶ発電出力　PV： 40 kW
総合設計係数　Kt: 0.7
傾斜方位係数　Ks: 1.02

パネル設置方位 236 ℃（南西）
パネル傾斜角 30 °

A1. 日陰を考慮した場合
PV定格出力 日射量 日数 発電電力量

(ｋW) (ｋWh/d) (日数/月) (kWh)
1 40 3.04 1.02 0.7 0.91 31 2,449
2 40 3.94 1.02 0.7 0.94 28 2,962
3 40 5.32 1.02 0.7 0.97 31 4,569
4 40 6.62 1.02 0.7 0.98 30 5,559
5 40 7.56 1.02 0.7 0.99 31 6,626
6 40 8.36 1.02 0.7 1 30 7,163
7 40 8.13 1.02 0.7 0.99 31 7,126
8 40 7.48 1.02 0.7 0.98 31 6,490
9 40 6.38 1.02 0.7 0.97 30 5,302

10 40 4.94 1.02 0.7 0.94 31 4,111
11 40 3.54 1.02 0.7 0.91 30 2,760
12 40 2.80 1.02 0.7 0.89 31 2,206

年間発電電力量 365 57,324

A2. 日陰がない場合
PV定格出力 日射量 日数 発電電力量

(ｋW) (ｋWh/d) (日数/月) (kWh)
1 40 3.04 1.02 0.7 1 31 2,691
2 40 3.94 1.02 0.7 1 28 3,151
3 40 5.32 1.02 0.7 1 31 4,710
4 40 6.62 1.02 0.7 1 30 5,672
5 40 7.56 1.02 0.7 1 31 6,693
6 40 8.36 1.02 0.7 1 30 7,163
7 40 8.13 1.02 0.7 1 31 7,198
8 40 7.48 1.02 0.7 1 31 6,622
9 40 6.38 1.02 0.7 1 30 5,466

10 40 4.94 1.02 0.7 1 31 4,374
11 40 3.54 1.02 0.7 1 30 3,033
12 40 2.8 1.02 0.7 1 31 2,479

年間発電電力量 365 59,253

月 傾斜係数 総合設計係数 日陰影響係数

月 傾斜係数 総合設計係数 日陰影響係数

 

 



 

A8-3 

B．PLAZA 

ＰＶ発電出力　PV： 180 kW
総合設計係数　Kt: 0.7
傾斜方位係数　Ks: 1.06

パネル設置方位 146 ℃（南東）
パネル傾斜角 30 °

B1. 日陰を考慮した場合
PV定格出力 日射量 日数 発電電力量

(ｋW) (ｋWh/d) (日数/月) (kWh)
1 180 3.04 1.06 0.7 0.99 31 12,461
2 180 3.94 1.06 0.7 1 28 14,734
3 180 5.32 1.06 0.7 1 31 22,027
4 180 6.62 1.06 0.7 1 30 26,525
5 180 7.56 1.06 0.7 1 31 31,301
6 180 8.36 1.06 0.7 1 30 33,497
7 180 8.13 1.06 0.7 1 31 33,661
8 180 7.48 1.06 0.7 1 31 30,970
9 180 6.38 1.06 0.7 1 30 25,563

10 180 4.94 1.06 0.7 1 31 20,453
11 180 3.54 1.06 0.7 0.99 30 14,042
12 180 2.80 1.06 0.7 0.98 31 11,361

年間発電電力量 365 276,596

B2. 日陰がない場合
PV定格出力 日射量 日数 発電電力量

(ｋW) (ｋWh/d) (日数/月) (kWh)
1 180 3.04 1.06 0.7 1 31 12,587
2 180 3.94 1.06 0.7 1 28 14,734
3 180 5.32 1.06 0.7 1 31 22,027
4 180 6.62 1.06 0.7 1 30 26,525
5 180 7.56 1.06 0.7 1 31 31,301
6 180 8.36 1.06 0.7 1 30 33,497
7 180 8.13 1.06 0.7 1 31 33,661
8 180 7.48 1.06 0.7 1 31 30,970
9 180 6.38 1.06 0.7 1 30 25,563

10 180 4.94 1.06 0.7 1 31 20,453
11 180 3.54 1.06 0.7 1 30 14,184
12 180 2.80 1.06 0.7 1 31 11,593

年間発電電力量 365 277,096

月 傾斜係数 総合設計係数 日陰影響係数

月 傾斜係数 総合設計係数 日陰影響係数

 

 



 

A8-4 

C．PARKING 

ＰＶ発電出力　PV： 200 kW
総合設計係数　Kt: 0.7
傾斜方位係数　Ks: 1.06

パネル設置方位 146 ℃（南東）
パネル傾斜角 30 °

C1. 日陰を考慮した場合
PV定格出力 日射量 日数 発電電力量

(ｋW) (ｋWh/d) (日数/月) (kWh)
1 200 3.04 1.06 0.7 1 31 13,985
2 200 3.94 1.06 0.7 1 28 16,371
3 200 5.32 1.06 0.7 1 31 24,474
4 200 6.62 1.06 0.7 1 30 29,472
5 200 7.56 1.06 0.7 1 31 34,779
6 200 8.36 1.06 0.7 1 30 37,219
7 200 8.13 1.06 0.7 1 31 37,401
8 200 7.48 1.06 0.7 1 31 34,411
9 200 6.38 1.06 0.7 1 30 28,404

10 200 4.94 1.06 0.7 1 31 22,726
11 200 3.54 1.06 0.7 1 30 15,760
12 200 2.80 1.06 0.7 0.99 31 12,752

年間発電電力量 365 307,755

C2. 日陰がない場合
PV定格出力 日射量 日数 発電電力量

(ｋW) (ｋWh/d) (日数/月) (kWh)
1 200 3.04 1.06 0.7 1 31 13,985
2 200 3.94 1.06 0.7 1 28 16,371
3 200 5.32 1.06 0.7 1 31 24,474
4 200 6.62 1.06 0.7 1 30 29,472
5 200 7.56 1.06 0.7 1 31 34,779
6 200 8.36 1.06 0.7 1 30 37,219
7 200 8.13 1.06 0.7 1 31 37,401
8 200 7.48 1.06 0.7 1 31 34,411
9 200 6.38 1.06 0.7 1 30 28,404

10 200 4.94 1.06 0.7 1 31 22,726
11 200 3.54 1.06 0.7 1 30 15,760
12 200 2.80 1.06 0.7 1 31 12,881

年間発電電力量 365 307,884

月 傾斜係数 総合設計係数 日陰影響係数

月 傾斜係数 総合設計係数 日陰影響係数
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